
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

令和６年１０月３１日 第８号 

発行責任者 園長 志田 道広 

かほく あい こども園だより 1１月号 

１０月１２日、３歳以上児の運動会がありました。青空の下、おうちの方の笑顔をパワ

ーにして、走ったり踊ったり応援したりと、元気いっぱいの子どもたちでした。 

子どもたちへのたくさんの応援、当日までの様々なご協力をありがとうございました。 

げんきいっぱい 運動会 
チャレンジ！！ ～がんばるきみがかっこいい！～ 

《年少組 親子まり入れ》 

恐竜親子に変身！ 

なかよく引き分けでした 

《年中組 遊戯》 

ジャンプをしながら、元気にポ

ンポンを振って踊りました！ 

《年長組 遊戯・バルーン》 

指先まで気持ちの入った年長さん、バルー

ンの形が次々変わって、会場から歓声が上

がりました！ 

『大人が変われば 子どもも変わる』？ 

今年度こども園では、子ども達の笑顔づくりのために私たちはどうあれば良いかとい

うことを課題にして保育研究しています。子ども達の満足の尺度を笑顔の状態とし、笑

顔あふれる、子ども達が満足感ある園にしようと考え、日々の保育にあたっています。 

実践を重ねる中で見えてきたことがいくつかあるのですが、その中に、私達、職員の

笑顔がやはり重要であるということが挙げられ、笑顔を意識した保育を心がけていま

す。その効果は確かにあるねと感触も得ています。 

話は変わりますが、『大人が変われば 子どもも変わる』という言葉を見聞きしたこと

があるかと思います。これは全国展開されている運動で使われている言葉ですが、山形

県青少年育成県民会議は平成12年から重点にして取り組んできているようです。重点の

中心は、大人がしっかり子どもの手本として生活しようということのようですが、最

近、その「大人が変われば・・・」という文言を別の意味でより考えるようになりまし

た。それは子どもの行動・思いの受け止めという点でです。 

大人の尺度で子ども達の行動を見すぎてしまっていないだろうか、子どもの感動をし

っかり受容できているだろうかなど、しっかり子どもを受け止めきれているだろうかと

いうところです。「大人の受け止め方が変わると、子どもの行動も変わる」のではないか

と思うのです。 

 園では、春にもお伝えしていますように子どもと一緒に遊びを楽しもう、保育を楽し

もうということもテーマにして取り組んでいますが、今後も意識して取り組んでいこう

と考えています。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５日（火） 誕生会 

６日（水） 県保育協議会  

公開保育研究会 

８日（金） 親子あいあい Day 

（０・１歳児） 

１１日（月） 身体測定（年中・年長児） 

１２日（金） 親子あいあいDay（２歳児） 

１３日（水） 身体測定（年少児） 

焼き芋 

１４日（木） 内科検診 

１５日（金） 身体測定（０・１・２歳児） 

２０日（水） 歯科検診 

２１日（木） 手作り弁当の日 

２６日（火） 尿検査配布日 

２７日（水） 尿検査回収日 

       かもしかクラブ（年長児） 

２８日（木） スマイルオンステージ総練習 

       （年少児） 

２９日（金） 布団持ち帰りの日 

 

※避難訓練は、１８日～２２日のいずれかの

日に行います。 

※行事や園外活動は、天候等の状況により、

予定が変更になることがありますのでご了

承ください。 

 

１１月の予定 
 

３日（月）  

 

１０月のにこにこわくわく 
 外遊び 大好き！ ～0・1歳児～ 

 

登降園時のお願い 
 

日没が早まり、お迎えの時間帯は歩

行者から車が、車から歩行者が見えに

くくなっている時期です。また、これ

からの季節、路面の凍結も心配されま

す。お子さんの怪我や事故を防ぐため

に、以下のことを改めてお願いいたし

ます。 

①登降園時、必ずお子さんと手をつ

なぎましょう 

・登園時は車から玄関に入るまで、

降園時は玄関から車に乗るまで、

しっかり手をつないでください。 

・支援センター前の広場では遊ばな

いようにしましょう。 

・下のお子さんを抱っこしている時

は、上のお子さんと離れることの

ないようお願いいたします。 

② チャイルドシートを必ず着用しま

しょう 

③ 駐車場は最徐行で運転し、バック

で駐車しましょう 

～お子さんの安全のために 

みんなで気を付けていきましょう～ 

毎週末は爪切りの日！ 
  

子どもの爪は大人より薄く、また伸び

るのも早いです。伸びてくると割れた

りひびが入りやすくなったりします。

また、伸びた状態では、自分や友だち

に爪があたり皮膚を傷つけることもあ

ります。 

これから感染症も流行しやすい時期

となりますので、衛生面でも爪を整え

ておくことが大事です。 

親子のスキンシップも兼ねて、１週

間に１回（足の爪は２週間に１回）、

爪を切ってあげましょう。 

安心して遊べる場所がどんどん広がり、探険と発見と

挑戦の毎日です！ 


